
次号予告

特集交通計画

広域震災を受けた道路ネットワークの復旧過程予測l
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編集後記

新年おめでとうございます.年が変わると，今年こそ

は，と考えることが必ずあるものです.それが良いこと

だけならよいのですが，神奈川県に住んでいる私として

は周期的にはもうそろそろといわれている関東大震災級

の大地震に不安をつのらせてし、ま t.

たとえば通勤途上，ふと不安に思うことがあります

今，大地震が起きたらどうしたらよいのだろうかと.駅

員は的確に誘導してくれるでしょうか.列車が不通にな

るだけで、駅構内が人で‘あふれて身動きできない状態にた

やすくなってしまう現状では，災害時の的確な誘導など

到底期待できそうもありません.さらにバニックが発生

したら目もあてられません.そのような現場に自分が遭

遇しないことを祈るのみでしょう.

地震にしても洪水にしても，人がし、なければ，それは

単なる自然現象で，災害ではありません.防災において

「人」が最重嬰の要因であることは当然でしょう.異常

な自然現象も人の行動も，どちらもそれたけで十分複雑
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です.防災ではその両者を考慮しなければならず，単一

のモデルや単一の学問体系の適用では到底扱い得ないで

しょう.そこにはL 、わゆる多元的な見方が必要です.

防災や避難の分析というと，シミュレーションがすぐ

に忠い浮かびますが，今回の特集ではシミュレーション

に関するものが 3 編， シミュレーション以外のものが 2

編あります.シミュレーションにおL 、てもその対象や視

点はかなり異なっています.またシミュレーションでな

L 、青木氏と小林氏の論文は，防災の理念に直接関わるよ

うな問題を扱っています. ORを防災に適用する際のヒ

ントが今回の特集の中から得ることができたことと思い

ます.その際，シミュレーションだけに限りませんし，

既存の技法を適用するだけとも限らないでしょう. r防

災」という，要因間の相互作用も，要因自身の特性もよ

くわからないような複雑な対象に OR を適用すること

で，その問題の構造が明らかになるようになれば， OR  

の懐ろも広くなるのではないでしょうか

(高橋真吾)
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